
月別調査計画 （別紙３）

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5

◎ 尾崎橋 ①Aェ5

◎ 堀川合流前 ①Aェ5

△ 高橋 ②コ

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェｺ5

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェｺ5

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe　 　②ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ②ⅲ③ｃ　②ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe　   ②ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ②ⅲ③ｃ　②ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム） 5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱ
ﾝﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸ
ﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②１Ｌポリビン、③500mL滅菌ポリビン

特殊項目・その他の項目

特殊項目・その他の項目

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

河川

※3

　　農薬（チラウム）

海域

健康項目

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

健康項目

ぅ=NO3-N及びNO2-N

生活環境項目

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオ
クタン酸

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐ
Ｈ・ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 　

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

ｃ=大腸菌数 ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ｄ=T-N　e=T-P

第1班

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質 1=Cl-

2～3回目班

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟ
ﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

第2班

採取地点

4月

井
芹
川

海域 Ｒ
白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎ
ﾝ酸及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

b=pH(底層)･DO(底層)

a=pH･DO･COD・SS

河川
／

海域

坪
井
川

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

生活環境項目

有
明
海

浜戸川

堀
川

天
明
新
川

加
勢
川



月別調査計画

△ 鐙田橋 ①Aェ5

△ 北迫橋 ①Aェ5 ☆

△ 釜尾橋 ①Aェ5 ☆

◎ 山王橋 ①Aェ5 ④B ☆

◎ 尾崎橋 ①Aェ5 ④B ☆

◎ 堀川合流前 ①Aェ5 ②BF ☆

△ 高橋 ①Aェ5

△ 高平橋 ①Aェ5

△ 打越橋 ①Aェ5 ☆

△ 行幸橋 ①Aェ5

△ 春日橋 ①Aェ5

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5 ④B ☆

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ④B

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5 ②BF ☆

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ④B

△ 砂取橋（市道） ①Aェ5 ☆

△ 江津斉藤橋 ①Aェ5 ④6 ★

△ 秋津橋 ①Aェ5 ④6 ★

△ 三俣橋 ①Aェ5 ☆

◎ 六双橋 ①Aェ5 ④B ☆

△ 裏橋 ①Aェ5

△ 市口橋 ①Aェ5

△ 島田橋 ①Aェ5

仁子川 △ 浜戸川合流前 ①Aェ5

合志川 △ 宝田橋 ①Aェ5

豊田川 △ 舟島小橋 ①Aェ5

木葉川 △ 中谷川合流前 ①Aェ5

◎ Ｓｔ－６ ①ａe　③ｋ ④ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①aeⅱ④ⅲ ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ①ａe　③ｋ ④ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ④ⅲ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=・T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

採取地点

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁﾓ
ﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙﾆ
ﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・ＤＯ)
も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

※3

天
明
新
川

浜戸川

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-
ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

第2班

河川

5月

海域 Ｒ

河川
／

海域

堀
川

有
明
海

坪
井
川

坪井川・井芹川 Ｒ 白川・加勢川・天明新川・植木・城南 Ｒ

1=Cl-

ｄ=T-N　e=T-P

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

　 農薬（チラウム）

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②滅菌ビン・１Ｌポリビン、③2Ｌ広口ガラスビン、④１Ｌポリビン

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

健康項目

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

2～3回目班 第2班第1班

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

第1班

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸、
ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

特殊項目・その他の項目

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

b=pH(底層)･DO(底層)

ｃ=大腸菌数

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ） 

a=pH･DO･COD・SS

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

ぅ=NO3-N及びNO2-N

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

生活環境項目

生活環境項目

井
芹
川

加
勢
川

特殊項目・その他の項目

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタ
ン酸

健康項目

海域



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ15

◎ 尾崎橋 ①Aェ15

◎ 堀川合流前 ①Aェ15

△ 高橋

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ15 ④F

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ15

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ15

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ15 ④F

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ②ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ②ⅲ ②ｄぅⅰ
　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ②ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ②ⅲ ②ｄぅⅰ
　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム） 5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱ
ﾝﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸ
ﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

海域 Ｒ

加
勢
川

井
芹
川

生活環境項目 健康項目

採取地点

坪
井
川

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

第1班 第2班

特殊項目・その他の項目

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②１Ｌポリビン、③250ｍＬガラスビン、④500mL滅菌ポリビン

2～3回目班

河川
／

海域
白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

堀
川

1=Cl-

ｄ=T-N　e=T-P

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ぅ=NO3-N及びNO2-N

河川

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオ
クタン酸

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

6月

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ジオキサンの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐ
Ｈ・ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

特殊項目・その他の項目

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

※3

海域

生活環境項目

天
明
新
川

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎ
ﾝ酸及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

浜戸川

a=pH･DO･COD・SS

健康項目

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

有
明
海

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀ
ﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

b=pH(底層)･DO(底層)

ｃ=大腸菌数 ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

　　農薬（チラウム）



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5　②C ③ゥ 

◎ 尾崎橋 ①Aェ5　②C ③ゥ 

◎ 堀川合流前 ①Aェ5　②C ③ゥ 

△ 高橋 ⑤ェ27 ⑥ｱｲｻ⑤ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ257 ②C ⑥ｱｲｻ⑤ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ②C ③ゥ

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5　②C ③ゥ

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5　②C ③ゥ

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5　②C ③ゥ

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe　②f　⑤ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ②f ④ｃ ⑤ⅲ⑤ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ①ａe　②f　⑤ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ②f ④ｃ ⑤ⅲ ⑤ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁ
ﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・Ｄ
Ｏ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞ
ﾝｾﾞﾝ・1,4-ジオキサンの8物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙ
ﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

　　農薬（チラウム）

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ぅ=NO3-N及びNO2-N

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

※3

7月

海域 Ｒ
白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

健康項目 Ｒ

河川

有
明
海

第1班

加
勢
川
天
明
新
川

浜戸川

坪
井
川

河川
／

海域
採取地点

ｄ=T-N　e=T-P

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

堀
川

井
芹
川

生活環境項目

第2班 2～3回目班

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

a=pH･DO･COD・SS

健康項目

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

b=pH(底層)･DO(底層)

ｃ=大腸菌数

特殊項目・その他の項目

海域

生活環境項目

特殊項目・その他の項目

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪ
ﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ) 　　4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

健康項目

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及びﾍﾟﾙﾌﾙ
ｵﾛｵｸﾀﾝ酸）　9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ
酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②250mLｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ、③１Ｌポリビン・250mLガラスビン、
              ④500mL滅菌ポリビン、⑤500mＬポリビン、⑥加熱処理250mLガラスビン×2、250ｍLガラスビン、⑦1Lガラスビン、⑧1Lガラスビン×2

1=Cl-

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタン酸



月別調査計画

△ 鐙田橋 ①A ③B

△ 北迫橋 ①A ③B ☆

△ 釜尾橋 ①A ③B ☆

◎ 山王橋 ①Aェ5 ②F ③B ☆

◎ 尾崎橋 ①Aェ5 ②F ③B ☆

◎ 堀川合流前 ①Aェ5 ③B ☆

△ 高橋 ①A ③B

△ 高平橋 ①A ③B

△ 打越橋 ①A ③B ☆

△ 行幸橋 ①A ③B

△ 春日橋 ①A ③B 

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5 ③B ☆

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ③B

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5 ③B ☆

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ③B

△ 砂取橋（市道） ①A ③B ☆

△ 江津斉藤橋 ①A ③B ③6 ★

△ 秋津橋 ①A ③B ③6 ★

△ 三俣橋 ①A ③B ☆

◎ 六双橋 ①Aェ5 ③B ☆

△ 裏橋 ①A ③B

△ 市口橋 ①A ③B

△ 島田橋 ①A ③B

仁子川 △ 浜戸川合流前 ①A ③B

合志川 △ 宝田橋 ①A ③B

豊田川 △ 舟島小橋 ①A ③B

木葉川 △ 中谷川合流前 ①A ③B

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=・T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁﾓ
ﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙﾆﾄ
ﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ・1,4－ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・ＤＯ)
も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ｄ=T-N　e=T-P

生活環境項目

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

ｃ=大腸菌数

※3

8月

海域 Ｒ

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

河川

有
明
海

特殊項目・その他の項目

加
勢
川

健康項目

河川
／

海域
第1班

特殊項目・その他の項目

第2班第2班

浜戸川

第1班

採取地点

堀
川

健康項目

2～3回目班

井
芹
川

坪井川・井芹川 Ｒ

天
明
新
川

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②500mL滅菌ポリビン、③１Ｌポリビン

白川・加勢川・天明新川・植木・城南 Ｒ

坪
井
川

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

海域

　　農薬（チラウム）

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ぅ=NO3-N及びNO2-N

b=pH(底層)･DO(底層)

a=pH･DO･COD・SS

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸、
ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

生活環境項目

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-
t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

1=Cl-

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオク
タン酸



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5

◎ 尾崎橋 ①Aェ5

◎ 堀川合流前 ①Aェ5

△ 高橋

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ③F

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ③F

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ②ｄ ④ぇ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ②ⅲ ②ｄ ぅⅰ ④ぇ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ②ｄ ④ぇ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ②ⅲ ②ｄぅⅰ
　　〃　（底層） ①ｂ

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②１Ｌポリビン、③500mL滅菌ポリビン、④ビニール袋

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・ ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、
ｱﾝﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、
ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟ
ﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐ
Ｈ・ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

採取地点

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ
要監視項目 Ｒ

第2班 2～3回目班
海域 Ｒ

第1班

健康項目

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-ｵｸﾁﾙ
ﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ) 　　4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

a=pH･DO･COD・SS

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

b=pH(底層)･DO(底層)

※3

ｄ=T-N　e=T-P

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ｃ=大腸菌数

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

　　農薬（チラウム）

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ぅ=NO3-N及びNO2-N

堀
川

特殊項目・その他の項目

特殊項目・その他の項目

海域

生活環境項目

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

天
明
新
川

加
勢
川

浜戸川

坪
井
川

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタン酸

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍ
ﾌﾟﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及びﾍﾟﾙ
ﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）　9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

河川
／

海域

9月

1=Cl-

河川

生活環境項目 健康項目

井
芹
川

有
明
海



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5

◎ 尾崎橋 ①Aェ5

◎ 堀川合流前 ①Aェ5

△ 高橋 ③コ

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェｺ5

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェｺ5

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ②c ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ②c ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=・T-N・T-P ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 ｹ=底質（T-Hg・PCB） ｺ=F 　　ｻ=Cr6+ 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸ
ﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

採取地点

10月

白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

堀
川

第2班

加
勢
川

第1班 2～3回目班

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオ
クタン酸

1=Cl-
生活環境項目

※3

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

ｃ=大腸菌数 ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

海域

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱ
ﾝﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

　　農薬（チラウム）b=pH(底層)･DO(底層)

河川
／

海域

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ
酸及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

井
芹
川

坪
井
川

天
明
新
川

有
明
海

浜戸川

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

海域 Ｒ

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟ
ﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

生活環境項目

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

健康項目 特殊項目・その他の項目

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

a=pH･DO･COD・SS

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・
ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ｄ=T-N　e=T-P

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

健康項目

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②500mL滅菌ポリビン、③１Ｌポリビン

特殊項目・その他の項目

河川

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

ぅ=NO3-N及びNO2-N



月別調査計画

△ 鐙田橋 ①Aェ5

△ 北迫橋 ①Aェ5 ☆

△ 釜尾橋 ①Aェ5 ☆

◎ 山王橋 ①Aェ5 ⑤B ☆

◎ 尾崎橋 ①Aェ5 ⑤B ☆

◎ 堀川合流前 ①Aェ5　②F ⑤B ☆

△ 高橋 ①Aェ5

△ 高平橋 ①Aェ5

△ 打越橋 ①Aェ5 ☆

△ 行幸橋 ①Aェ5

△ 春日橋 ①Aェ5

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5 ⑤B ☆

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ⑤B

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5　②F ⑤B ☆

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ⑤B

△ 砂取橋（市道） ①Aェ5 ☆

△ 江津斉藤橋 ①Aェ5 ★

△ 秋津橋 ①Aェ5 ★

△ 三俣橋 ①Aェ5 ☆

◎ 六双橋 ①Aェ5 ⑤B ☆

△ 裏橋 ①Aェ5

△ 市口橋 ①Aェ5

△ 島田橋 ①Aェ5

仁子川 △ 浜戸川合流前 ①Aェ5

合志川 △ 宝田橋 ①Aェ5

豊田川 △ 舟島小橋 ①Aェ5

木葉川 △ 中谷川合流前 ①Aェ5

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ③k ⑤ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ⑤ⅲ ④ぁ⑥ぉ⑤ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ③k ⑤ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ⑤ⅲ ④ぁ⑥ぉ⑤ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

④加熱処理250mLガラスビン×2、1Ｌガラスビン×2、⑤１Ｌポリビン、⑥1Lガラスビン×2

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+ 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

1=Cl-

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-
ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

白川・加勢川・天明新川・植木・城南 Ｒ

健康項目

　　農薬（チラウム）

第1班

海域

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁﾓﾝ、
ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙﾆﾄﾛ
ﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

有
明
海

ⅲ=クロロフィルａ

※3

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

坪
井
川

堀
川

生活環境項目

加
勢
川

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②500mL滅菌ポリビン、③2Ｌガラスビン、

天
明
新
川

第2班第2班

特殊項目・その他の項目

第1班

b=pH(底層)･DO(底層)

井
芹
川

浜戸川

河川

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及
びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

ｄ=T-N　e=T-P

生活環境項目

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタン
酸

坪井川・井芹川 Ｒ

2～3回目班

河川 採取地点

11月

海域 Ｒ

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸、ﾍﾟ
ﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

ぅ=NO3-N及びNO2-N

a=pH･DO･COD・SS

健康項目

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-ｵ
ｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

特殊項目・その他の項目

ｃ=大腸菌数

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底
層採水(ｂ：ｐＨ・ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ） 



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ15

◎ 尾崎橋 ①Aェ15

◎ 堀川合流前 ①Aェ15

△ 高橋

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ15 ⑤F

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ15

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ15

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ15 ⑤F

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ④ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ③ぃゕ ④ⅲ ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ④ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ③ぃゕ ④ⅲ ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+ 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸ
ﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

採取地点

12月

白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

堀
川

第2班

加
勢
川

第1班 2～3回目班

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオ
クタン酸

1=Cl-
生活環境項目

※3

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

ｃ=大腸菌数 ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

海域

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝ
ﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

　　農薬（チラウム）b=pH(底層)･DO(底層)

河川
／

海域

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ
酸及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

井
芹
川

坪
井
川

天
明
新
川

有
明
海

浜戸川

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

海域 Ｒ

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀ
ﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

生活環境項目

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、
4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

健康項目 特殊項目・その他の項目

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

a=pH･DO･COD・SS

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・
ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・
ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ｄ=T-N　e=T-P

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

健康項目

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②250ｍＬガラスビン、③250ｍＬガラスビン・１Lポリビン、④１Ｌポリビン、⑤500mL滅菌ポリビン

特殊項目・その他の項目

河川

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

ぅ=NO3-N及びNO2-N



月別調査計画

第1班 第2班 2～3回目班

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5　②C ③ァィｻ④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑥D ⑥E

◎ 尾崎橋 ①Aェ5　②C ③ｱｲｻ3 4④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑨789 ⑥D ⑥E

◎ 堀川合流前 ①Aェ5　②C ③ァィｻ④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑥D ⑥E

△ 高橋 ①ェ ④27③ｱｲｻ④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5　②C ③ｱｲｻ3 4④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑨789 ⑥D ⑥E

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ②C ③ァィｻ④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑥D ⑥E

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5　②C ③ァィｻ④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑥D ⑥E

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5　②C ③ｱｲｻ3 4④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ⑨ 789 ⑥D ⑥E

△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋 ③3 4⑨789
△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5　②C ③ｱｲｻ3 4④ｵ⑧ｸ⑦ｶ⑧ｷ ⑨789 ⑥D ⑥E

△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ⑥g ⑥ｈ ①ａe　②f　④ｄ
◎ Ｓｔ－７ ⑥g ⑥ｈ ①ａeⅱ ②f ④ⅲ ⑤ｃ ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ⑥g ⑥ｈ ①ａe　②f　④ｄ
◎ Ｓｔ－９ ⑥g ⑥ｈ ①ａeⅱ ②f ④ⅲ ⑤ｃ ④ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②250mLｶﾞﾗｽﾋﾞﾝ、③加熱処理250mLガラスビン×2、250ｍLガラスビン、④500mLポリビン、 ⑤500mL滅菌ポリビン、
⑥1L褐色ビン、⑦1Lガラスビン、⑧1Lガラスビン×2、⑨1Lガラスビン×2、500mLポリビン

特殊項目・その他の項目

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

特殊項目・その他の項目

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・ ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

　　農薬（チラウム） ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

有
明
海

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁﾓ
ﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙﾆ
ﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・Ｄ
Ｏ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

海域 Ｒ
白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ 健康項目・

要監視項目 Ｒ

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

浜戸川

生活環境項目

ｄ=T-N　e=T-P

※3

生活環境項目

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ぅ=NO3-N及びNO2-N

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

坪
井
川

採取地点

堀
川

加
勢
川
天
明
新
川

河川
／

海域

井
芹
川

河川

a=pH･DO･COD・SS

1=Cl-

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）
3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-ｵｸﾁﾙ
ﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ
酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及びﾍﾟ
ﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタン酸

健康項目

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

ｃ=大腸菌数

海域

b=pH(底層)･DO(底層)

1月

ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ・LAS  Ｒ

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

健康項目



月別調査計画

△ 鐙田橋 ①A ③B

△ 北迫橋 ①A ③B ☆

△ 釜尾橋 ①A ③B ☆

◎ 山王橋 ①Aェ5 ②F ③B　 ☆

◎ 尾崎橋 ①Aェ5 ②F ③B　 ☆

◎ 堀川合流前 ①Aェ5 ③B ☆

△ 高橋 ①A ③B

△ 高平橋 ①A ③B

△ 打越橋 ①A ③B ☆

△ 行幸橋 ①A ③B

△ 春日橋 ①A ③B 

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5 ③B ☆

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ③B

◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5 ③B ☆

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ③B

△ 砂取橋（市道） ①A ③B ☆

△ 江津斉藤橋 ①A ③B ★

△ 秋津橋 ①A ③B ★

△ 三俣橋 ①A ③B ☆

◎ 六双橋 ①Aェ5 ③B ☆

△ 裏橋 ①A ③B

△ 市口橋 ①A ③B

△ 島田橋 ①A ③B

仁子川 △ 浜戸川合流前 ①A ③B

合志川 △ 宝田橋 ①A ③B

豊田川 △ 舟島小橋 ①A ③B

木葉川 △ 中谷川合流前 ①A ③B

◎ Ｓｔ－６ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

◎ Ｓｔ－８ ①ａe ③ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①b

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

第1班 第1班

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ｱﾝﾁﾓ
ﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎｽ、ｸﾛﾙﾆﾄ
ﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：ｐＨ・ＤＯ)
も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞ
ﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

生活環境項目 健康項目

第2班

天
明
新
川

2月

海域 Ｒ
白川・加勢川・天明新川・植木・城南 Ｒ

2～3回目班

坪井川・井芹川 Ｒ
河川
／

海域

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

生活環境項目

加
勢
川

井
芹
川

採取地点

ｄ=T-N　e=T-P

　　農薬（チラウム） ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝb=pH(底層)･DO(底層)

※3

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・a=pH･DO･COD・SS

健康項目

河川

第2班

坪
井
川

堀
川

有
明
海

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン、②500mL滅菌ポリビン、③１Ｌポリビン、④1Lガラスビン

浜戸川

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ぅ=NO3-N及びNO2-N

ⅲ=クロロフィルａぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr
6+

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F

ｃ=大腸菌数

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

海域

1=Cl-ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

特殊項目・その他の項目

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾌﾟﾀﾝ酸、
ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオク
タン酸

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-
t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

特殊項目・その他の項目

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素



月別調査計画

△ 鐙田橋

△ 北迫橋

△ 釜尾橋

◎ 山王橋 ①Aェ5

◎ 尾崎橋 ①Aェ5

◎ 堀川合流前 ①Aェ5

△ 高橋

△ 高平橋

△ 打越橋

△ 行幸橋

△ 春日橋

◎ 上代橋（1回目） ①Aェ5

　　　〃　　（2回目） ①A

　　　〃　　（3回目） ①A

◎ 千金甲橋 ①Aェ15 ④F ②ｹ
◎ 坪井川合流前（1回目） ①Aェ5

　　　〃　　　　　　　（2回目） ①A

　　　〃　　　　　　　（3回目） ①A

白川 ◎ 吉原橋 ①Aェ5 ④F ②ｹ
△ 砂取橋（市道）

△ 江津斉藤橋

△ 秋津橋

△ 三俣橋

◎ 六双橋 ①Aェ5 ②ｹ
△ 裏橋

△ 市口橋

△ 島田橋

仁子川 △ 浜戸川合流前

合志川 △ 宝田橋

豊田川 △ 舟島小橋

木葉川 △ 中谷川合流前

◎ Ｓｔ－６ ①ａe  ③ｄ
◎ Ｓｔ－７ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

◎ Ｓｔ－８ ①ａe  ③ｄ
◎ Ｓｔ－９ ①ａeⅱ ③ⅲ ③ｄぅⅰ

　　〃　（底層） ①ｂ

特殊項目・その他の項目

A=pH･DO･COD･BOD･SS

B=T-N・T-P

C=亜鉛

D=ノニルフェノール

E=LAS ｸ=農薬（チラウム）

F=大腸菌数 6=クロロフィルａ　7=要調査項目PFAS

特殊項目・その他の項目

ⅰ=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素

ⅱ=溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

ⅲ=クロロフィルａ

ｈ=LAS　　k=油分 ぉ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）　ゕ=Cr6+

※1

※2

※4

※5

※6

※7 ☆＝浮子による流量測定  ★＝流速計による流量測定

要監視項目Aとはｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ、p-ｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞ
ﾝ、ｱﾝﾁﾓﾝ、ﾌｪﾉｰﾙ、塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、全ﾏﾝｶﾞﾝ、ｳﾗﾝ、4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ､ｱﾆﾘﾝの16物質である。

要監視項目Bとはｲｿｷｻﾁｵﾝ、ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ、ｵｷｼﾝ銅、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、EPN、ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｲﾌﾟﾛﾍﾞﾝﾎ
ｽ、ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、2,4-ｼﾞｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙ、ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸の17物質である。

生活環境項目は、河川と海域で測定項目が違うことに注意すること（海域；ａ：ｐＨ・ＤＯ・ＣＯＤ・SS）。また、海域の生活環境項目は底層採水(ｂ：
ｐＨ・ＤＯ)も実施する地点があるため、この点も注意すること。

ＶＯＣｓとは、揮発性有機化合物のことでｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ・1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ・1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ・1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛ
ﾍﾟﾝ・ﾍﾞﾝｾﾞﾝ・1,4-ｼﾞｵｷｻﾝの8物質である。

浜戸川

海域 Ｒ
第2班

河川
／

海域

3月

海域

1=Cl-

有
明
海

生活環境項目

8=要監視項目Bの一部（ｵｷｼﾝ銅、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸及び
ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛｵｸﾀﾝ酸）
9=要監視項目B（8に示す3項目以外の項目）

健康項目

2=ペルフルオロオクタンスルホン酸及びペルフルオロオクタン酸

白川・坪井川・井芹川・天明新川 Ｒ

第1班

加
勢
川

河川底質 Ｒ

坪
井
川

井
芹
川

採取地点

堀
川

2～3回目班

ぅ=NO3-N及びNO2-N

下線・斜体の項目 は受託者が測定する項目である。受託者が測定する採取容器は、受託者が準備する。

健康項目

ｄ=T-N　e=T-P

ぁ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCs8物質・

※3

ｃ=大腸菌数

天
明
新
川

採取容器：①１Ｌポリビン・ふらんビン他、②ビニール袋、③１Ｌポリビン、④500mL滅菌ポリビン

5=ｱﾝﾓﾆｱ性窒素・溶解性ｵﾙﾄﾘﾝ酸態ﾘﾝ

3=要監視項目Aの一部（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞｴﾁﾙﾍｷｼﾙ、ﾌｪﾉｰﾙ、4-t-ｵｸ
ﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ、ｱﾆﾘﾝ)
4=要監視項目A（3に示す4項目以外の項目）

ｴ=NO3-N及びNO2-N　 ｵ=CN・B･F

ｱ=TCE･PCE･MC･CCl4・VOCｓ8物質

河川

ｲ=Cd・Pb・T-Hg・セレン・As　ｳ=As・B・F　

要調査項目PFASとはﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾌﾞﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍﾟﾝﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝｽﾙﾎﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾍｷｻﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ
ﾍﾌﾟﾀﾝ酸、ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛﾉﾅﾝ酸、ﾍｷｻﾌﾙｵﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｵｷｼﾄﾞﾀﾞｲﾏｰ酸の8物質である。

a=pH･DO･COD・SS

b=pH(底層)･DO(底層)

f=全亜鉛　g=ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ

ｶ=PCB　ｷ=農薬（シマジン、チオベンカルブ）

ｹ=底質（T-Hg・PCB）　　ｺ=F　　ｻ=Cr6+

生活環境項目

ぇ=底質（T-Hg・PCB） 

　　農薬（チラウム）

ぃ=Cd･Pb･T-Hg・CN・As・ｾﾚﾝ


